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＜対象：２０２４年６月３０日に終了する
第１四半期又は第３四半期に係る決算短信＞

四半期開示の見直し後の
四半期決算短信の開示動向
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１. 四半期開示の見直し後の四半期決算短信の開示動向の概要

⚫ 2024年6月30日に終了する第１四半期又は第３四半期に係る決算発表を四半期末後45日以内（同年8月14日まで）
に行った上場内国会社2,438社（※）を対象に集計

※ レビュー未了の第１・第３四半期決算短信を先行開示し、レビュー完了後に再度第１・第３四半期決算短信を開示する方法

 開示タイミング
• 第１・第３四半期決算短信の開示所要日数は全体で37.0日（前年同四半期比+0.4日）
• 前年同四半期比で5日以上開示が遅くなった上場会社は全体の7.5%、任意レビュー実施会社においては9.4%

 レビューの状況
• 任意レビューを実施した上場会社は全体の23.7％
• そのうち、二段階開示（※）を行った上場会社は10.7%
• 市場区分別では、プライム市場における任意レビューの実施比率が最も高く（27.3％）、次いでスタンダード

市場、グロース市場の順

 投資者ニーズに応じた開示
• キャッシュ・フロー計算書（以下「CF計算書」という。）を開示した上場会社は１割台半ば
• IFRS任意適用会社では、CF計算書の開示を取りやめた会社が11.7%
• 経営成績等の概況において、四半期報告書での記載事項を任意に記載した上場会社も見られた

※その他、四半期末後45日以内に第１四半期又は第３四半期に係る決算を開示できない旨を適時開示した会社が７社

集計対象

四半期決算短信の開示動向の概要
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２. 第１・第３四半期決算短信の開示タイミングとレビューの状況

⚫ 第１・第３四半期決算短信の開示所要日数は全体で37.0日（前年同四半期比+0.4日）となり、レビューを受け
ていない上場会社は36.8日（同+0.3日）、任意にレビューを受けた上場会社は37.5日（同＋0.4日）となった

⚫ 任意レビューを実施した上場会社は全体の23.7%であり、そのうち約1割の上場会社が二段階開示を行った
⚫ 二段階開示を採用した上場会社の1回目の開示は31.4日（同+0.2日）となり、二段階開示を採用しなかった上

場会社では38.2日（同+0.4日）となった

（開示所要日数とレビューの状況）

（二段階開示の状況）

※１ 二段階で開示している場合は、一段階目の開示日を開示所要日数としている
※２ その他、レビューを義務で受ける上場会社で、四半期末後45日以内に第１・第３四半期決算短信を開示できない旨を適時開示した上場会社が4社
※３ 前期における1回目の開示には前年同四半期の四半期決算短信の開示日の、2回目の開示には前年同四半期の四半期報告書の提出日の所要日数を記載

している

社数 比率

開示所要日数

今期 前期
（四半期決算短信）

前期
（四半期報告書）

レビューなし 1,837 75.3% 36.8 36.5 40.7

任意レビューあり（※１） 577 23.7％ 37.5 37.1 40.5

義務レビューあり（※２） 24 1.0％ 41.6 40.6 42.7

合計 2,438 100.0％ 37.0 36.7 40.6

社数 比率

開示所要日数

開示回数 今期 前期
（四半期決算短信）

前期
（四半期報告書）

二段階開示を採用（※３） 62 10.7%
1回目 31.4 31.2 -

2回目 38.9 - 40.3

二段階開示を非採用 515 89.3％ 38.2 37.8 40.5
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３. 第１・第３四半期決算短信の開示タイミングの変動状況

⚫ レビューの有無にかかわらず、前年同四半期とほぼ同じタイミングで第1・第3四半期決算短信を開示する会
社が半数以上となった

⚫ 開示タイミングの変化については、前年同四半期よりも早いタイミングで開示する会社よりも、遅いタイミ
ングで開示する会社の割合のほうが多かった。前年同四半期比で5日以上開示が遅くなった上場会社は全体
の7.5%となり、任意レビュー実施会社においては9.4%となった

※１ 2024年6月30日に終了した第１四半期又は第３四半期に係る決算発表を行った上場会社のうち、前年同四半期におい
て四半期末後45日以内に決算発表及び四半期報告書の提出を行った上場会社を対象としている

※２ 開示日差 ＝ （今期の四半期決算短信開示所要日数） ー （前年同四半期の四半期決算短信開示所要日数）
※３ レビューを受けて二段階開示を採用している場合は、１回目の開示日を計算対象としている

（第1・第3四半期決算短信の開示時期の変化（対前年同四半期決算短信、※１））

開示日差
（※2、３）

全体 レビューなし 任意レビューあり 義務レビューあり

社数 比率 社数 比率 社数 比率 社数 比率

-5日以上 46 1.9% 39 2.2% 6 1.1% 1 4.3%

-4~-2日 386 16.1% 294 16.2% 92 16.3% 0 0.0%

-1~+1日 1,362 56.8% 1,006 55.6% 339 59.9% 17 73.9%

+2~+4日 426 17.8% 348 19.2% 76 13.4% 2 8.7%

+5日以上 179 7.5% 123 6.8% 53 9.4% 3 13.0%

合計 2,399 100.0% 1,810 100.0％ 566 100.0% 23 100.0%
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４. 市場区分別・時価総額別のレビューの状況

（出所）ブルームバーグから取得した時価総額データをもとに
東京証券取引所作成

（プライム市場における時価総額別の任意レビューの状況）

⚫ 市場区分別では、プライム市場における任意レビューの実施比率が最も高く、スタンダード市場、グロース市場
と続いた

⚫ プライム市場における任意レビューの状況を時価総額別にみると、時価総額が大きいほど任意レビューの実施比
率が高い傾向にある

（※） 時価総額は2024年8月14日の終値ベース

（市場区分別のレビューの状況）

全体 任意レビューあり 義務レビューあり レビューなし

社数 社数 比率 社数 比率 社数 比率

プライム 1,174 321 27.3% 6 0.5% 847 72.1%

スタンダード 1,030 215 20.9% 12 1.2% 803 78.0%

グロース 234 41 17.5% 6 2.6% 187 79.9%

合計 2,438 577 23.7% 24 1.0% 1,837 75.3%

社数 社数 比率

1兆円以上 132 53 40.2%

5,000億円以上1兆円未満 86 26 30.2%

1,000億円以上5,000億円未満 375 103 27.5%

500億円以上1,000億円未満 232 55 23.7%

250億円以上500億円未満 230 55 23.9%

100億円以上250億円未満 114 28 24.6%

100億円未満 5 1 20.0%

合計 1,174 321 27.3%

全体 任意レビューあり
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５. 投資者ニーズに応じた開示の動向

⚫ 投資者ニーズに応じた開示の例として、キャッシュ・フロー計算書（以下、「CF計算書」という。）の開示
状況を確認したところ、全体の1割台半ばの会社がCF計算書の開示しており、今回の四半期決算短信からCF
計算書を開示する事例も見られた

⚫ 会計基準別では、四半期開示見直し前の四半期報告書においてCF計算書の開示が行われていた、IFRS任意
適用会社の11.7%、米国基準適用会社の40.0％の会社がCF計算書の開示を省略してキャッシュ・フローに
関する注記の記載を行った

⚫ 加えて、経営成績等の概況において、これまでは四半期報告書において記載していた研究開発費や設備投資
額の開示を行う事例も見られた

（IFRS・米国基準適用会社におけるCF計算書の開示状況）

IFRS 米国基準

社数 比率 社数 比率

CF計算書あり 159 88.3% 3 60.0%

CF計算書なし 21 11.7% 2 40.0%

合計 180 100.0% 5 100.0%


